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一
、
は
じ
め
に

　

証
券
市
場
は
直
接
小
説
の
テ
ー
マ
と
な
る
こ
と
も
あ
る

が
（
拙
稿
「
小
説
の
な
か
の
証
券
市
場
と
法
―
エ
ミ
ー

ル
・
ゾ
ラ
『
金
（LʼA

rgent

）』（
一
八
九
一
年
）」
本
誌

第
六
一
巻
第
八
号
六
七
頁
（
二
〇
二
〇
年
）
参
照
）、
物

語
の
舞
台
の
背
景
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
二
〇
世
紀
初
頭

の
フ
ラ
ン
ス
の
証
券
市
場
は
、
一
九
世
紀
末
の
金
融
危
機

を
乗
り
越
え
て
、
比
較
的
順
調
な
成
長
を
見
せ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
証
券
取
引
・
証
券
業
を
通
じ
て
富

を
得
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
層
を
生
み
出
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス

の
豊
か
な
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
生
活
を
繊
細
な
筆
で
描
き
出
し
た

の
が
、
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ー
ス
ト
の
『
失
わ
れ
た
時
を
求

め
て
（À

 la recherche du tem
ps perdu

）』（
一
九

一
三
年
～
一
九
二
七
年
）
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
紹
介

す
る
ま
で
も
な
い
が
、
二
〇
世
紀
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
代
表

す
る
も
の
と
さ
れ
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
度
々
翻
訳
さ
れ

て
き
た
（
最
新
の
翻
訳
と
し
て
、
吉
川
一
義
氏
に
よ
る
岩

波
文
庫
版
が
あ
る
）。
物
語
全
体
を
要
約
す
る
こ
と
は
筆

者
の
能
力
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
本
稿
の

目
的
で
も
な
い
。
こ
こ
で
は
登
場
人
物
の
生
活
が
証
券
市

続
・
小
説
の
な
か
の
証
券
市
場
と
法

―�

マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ー
ス
ト
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
（À

 la recherche du 
tem

ps perdu

）』（
一
九
一
三
年
～
一
九
二
七
年
）―

石　

川　

真　

衣
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場
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
関
連
す
る
事
項
と

と
も
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

最
初
に
、
本
稿
で
の
引
用
の
便
宜
の
た
め
に
、
こ
の
長

編
の
構
成
を
確
認
し
て
お
く
。
本
稿
に
お
け
る
同
作
品
の

引
用
頁
はGallim

ard

出
版
社
のFolio

シ
リ
ー
ズ
の
も

の
で
あ
り
、
引
用
の
際
に
は
該
当
巻
を
ロ
ー
マ
数
字
、
該

当
頁
を
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
併
記
す
る
（
使
用
し
た
版
に
つ

い
て
は
文
末
の
一
覧
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

�『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
（À

 la recherche du 

tem
ps perdu

）』

Ⅰ　

�

ス
ワ
ン
家
の
ほ
う
へ
（D

u côté de chez 

Sw
ann

）

Ⅱ　

�

花
咲
く
乙
女
た
ち
の
か
げ
に
（À

 lʼom
bre 

des jeunes filles en fleurs

）

Ⅲ�　

ゲ
ル
マ
ン
ト
の
ほ
う
（Le côté de Guerm

an-

tes

）

Ⅳ　

ソ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
（Sodom

e et Gom
orrhe

）

Ⅴ　

囚
わ
れ
の
女
（La Prisonnière

）

Ⅵ�　

消
え
去
っ
た
ア
ル
ベ
ル
チ
ー
ヌ
（A

lbertine 

disparue

）

Ⅶ　

見
出
さ
れ
た
時
（Le T

em
ps retrouvé

）

　

こ
の
作
品
に
お
い
て
は
証
券
市
場
や
証
券
取
引
へ
の
多

く
の
言
及
が
な
さ
れ
、
証
券
取
引
に
関
連
す
る
比
喩
表
現

が
た
び
た
び
出
て
く
る
こ
と
は
、
プ
ル
ー
ス
ト
自
身
の
経

験
と
密
接
に
関
係
す
る
。
プ
ル
ー
ス
ト
の
母
は
本
稿
で
も

説
明
す
る
公
認
仲
買
人
（agent de change

）
の
会
社

の
出
資
者
（
有
限
責
任
社
員
）
の
娘
で
あ
り
、
プ
ル
ー
ス

ト
自
身
も
積
極
的
に
株
式
投
資
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
経

緯
は
、
プ
ル
ー
ス
ト
書
簡
集
（Correspondance de 

M
arcel P

roust, Éd. Philip K
olb, Plon, 1970-1993 

（2‌1 volum
es

））
に
お
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、

と
く
に
プ
ル
ー
ス
ト
と
そ
の
遠
縁
に
あ
た
り
、
証
券
業
に
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携
わ
るLionel H

auser

と
の
資
産
運
用
に
関
す
る
や
り

取
り
に
お
い
て
は
、
具
体
的
な
銘
柄
に
関
す
る
感
想
や
投

資
結
果
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
（
プ
ル
ー
ス

ト
の
資
産
運
用
の
推
移
に
つ
い
て
は
、Gian B

A
LSA

M
O, 

P
roust &

 H
is B

anker. In search of tim
e squan-

dered, T
he U

niversity of South Carolina Press, 

2017

に
よ
る
検
討
が
興
味
深
い
）。

二�

、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
証
券
業
者

―
公
認
仲
買
人
と
自
由
仲
買
人
―

　

作
品
群
の
第
一
巻
『
ス
ワ
ン
家
の
方
へ
』
の
主
人
公
ス

ワ
ン
は
、
公
認
仲
買
人
の
息
子
で
あ
る
と
さ
れ
、
父
の
職

に
よ
り
、
息
子
は
特
権
階
級
（caste

）
に
一
生
属
す
る

こ
と
に
な
っ
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（Ⅰ

-24

）。
た
し
か

に
、
ス
ワ
ン
は
、
現
代
で
い
う
仕
事
、
い
わ
ゆ
る
「
労

働
」
を
し
て
い
る
様
子
が
な
く
（Ⅰ

-443

）、
自
由
気
ま

ま
に
裕
福
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
ス
ワ

ン
の
ケ
ー
ス
は
例
外
で
は
な
い
と
み
ら
れ
、
公
認
仲
買
人

の
息
子
た
ち
が
観
劇
後
、
牡
蠣
を
食
べ
に
行
く
、
と
い
う

一
節
も
あ
る
（Ⅲ

-156

）。「
崇
高
な
職
（sublim

e pro-

fession

）」（Ⅰ
-172

）
と
形
容
さ
れ
、
そ
の
子
息
ら
に
不

自
由
の
な
い
生
活
を
与
え
う
る
こ
の
公
認
仲
買
人
職
と
は

ど
の
よ
う
な
職
な
の
か
。

　

公
認
仲
買
人
職
の
歴
史
は
古
い
。
そ
の
原
点
は
、
一
四

世
紀
初
頭
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
Ⅳ
世
の
時
代
ま
で
遡
る
と
さ

れ
、
一
三
〇
五
年
七
月
二
二
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ

り
、
予
め
定
め
ら
れ
た
数
の
両
替
業
者
に
両
替
及
び
金
・

銀
の
取
引
の
独
占
権
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
が
は
じ
ま
り
と

説
明
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
一
五
七
二
年
六
月
の
シ
ャ
ル
ル

Ⅸ
世
の
王
令
に
よ
り
、
両
替
、
公
債
及
び
商
品
取
引
の
仲

介
を
行
うcourratier

と
呼
ば
れ
る
職
は
官
職
（offi

ce

）

と
さ
れ
、
規
制
の
対
象
と
な
っ
た
。
一
六
三
九
年
四
月
二

日
の
国
務
諮
問
会
議
の
裁
決
に
よ
り
、
証
券
を
取
り
扱
う
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者
と
商
品
を
取
り
扱
う
者
が
明
確
に
分
け
ら
れ
、
機
能
の

分
化
が
実
現
す
る
が
、
公
認
仲
買
人
の
地
位
の
重
要
性
が

高
ま
る
の
は
、
一
八
世
紀
末
以
降
の
パ
リ
の
証
券
市
場
の

発
展
が
進
ん
で
か
ら
で
あ
る
（
変
遷
に
つ
い
て
は
、
高
山

朋
子
「
フ
ラ
ン
ス
証
券
市
場
の
生
成･

発
展
過
程
に
つ
い

て
―
そ
の
株
式
会
社
と
の
関
り
を
中
心
に
し
て
―
」
北
海

道
大
学
経
済
学
研
究
第
二
四
巻
第
四
号
一
二
二
頁
以
下

（
一
九
七
四
）
が
詳
し
い
）。

　

革
命
期
の
変
動
を
経
て
、
一
八
〇
一
年
三
月
一
九
日

〔
革
命
暦
Ⅸ
年
風
月
二
八
日
〕
の
法
律
に
よ
り
公
認
仲
買

人
に
対
す
る
証
券
取
引
の
独
占
権
の
付
与
が
再
び
明
確
な

形
で
認
め
ら
れ
た
時
点
で
は
、
公
認
仲
買
人
の
取
引
対
象

は
、rente 5%

と
呼
ば
れ
る
国
債
に
事
実
上
限
ら
れ
て

い
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
証
券
市
場
は
ま
ず
は
公
債
市
場
と
し

て
発
展
し
、
一
八
四
〇
年
の
時
点
で
も
パ
リ
市
場
に
上
場

さ
れ
た
証
券
の
九
〇
％
以
上
を
公
債
が
占
め
て
い
た
と
さ

れ
る
。
こ
の
割
合
は
、
鉄
道
株
の
発
行
の
増
加
に
よ
り
五

〇
％
ま
で
低
下
す
る
が
、
一
八
六
七
年
七
月
二
四
日
の
法

律
に
よ
り
株
式
会
社
の
設
立
準
則
主
義
が
採
用
さ
れ
る
ま

で
、
株
式
会
社
の
設
立
に
は
政
府
の
許
可
が
必
要
と
な
る

設
立
許
可
主
義
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
政
府
の
「
お
墨
付

き
」
が
事
実
上
付
い
て
い
る
意
味
で
、
国
家
と
密
接
な
結

び
つ
き
を
有
す
る
証
券
が
市
場
の
流
通
証
券
の
大
半
を
占

め
、
そ
の
取
引
に
官
職
と
し
て
国
家
権
力
か
ら
監
視
を
受

け
る
公
認
仲
買
人
が
携
わ
る
、
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。

　

取
引
対
象
と
な
る
証
券
と
取
引
量
が
少
な
い
う
ち
は
、

公
認
仲
買
人
が
得
ら
れ
る
仲
買
手
数
料
（courtage

）
は

限
定
的
で
あ
っ
た
。
証
券
の
取
引
量
は
、
一
八
二
〇
年
代

に
運
河
会
社
や
保
険
会
社
の
株
式
発
行
が
増
え
て
き
て

も
、
そ
れ
ほ
ど
増
大
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
高
額
な
額

面
で
発
行
さ
れ
た
株
式
を
取
得
で
き
る
ほ
ど
の
資
産
を
有

す
る
者
は
少
数
に
と
ど
ま
り
、
さ
ら
に
保
険
会
社
に
関
し

て
は
定
款
に
譲
渡
承
認
条
項
が
置
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、

頻
繁
な
取
引
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
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さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
当
初
仲
買
手
数
料
収
入
が
そ
れ
ほ

ど
期
待
で
き
な
い
状
況
に
お
い
て
も
、
公
認
仲
買
人
と
な

る
こ
と
が
で
き
る
者
の
数
は
制
限
さ
れ
て
い
た
。
一
八
〇

一
年
六
月
二
二
日
〔
革
命
暦
Ⅸ
年
収
穫
月
三
日
〕
の
ア
レ

テ
は
、
国
内
の
最
大
市
場
で
あ
る
パ
リ
の
公
認
仲
買
人
の

数
は
八
〇
人
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
い
た

（
そ
の
後
、
上
限
は
六
〇
人
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
）。
こ
の

限
ら
れ
た
数
の
な
か
で
辞
職
や
罷
免
、
さ
ら
に
は
死
亡
に

よ
り
公
認
仲
買
人
の
顔
ぶ
れ
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
に
な
る

が
、
こ
れ
に
関
し
て
重
要
と
な
る
の
が
、
一
八
一
六
年
四

月
二
八
日
の
法
律
で
あ
る
。
同
法
律
は
、
次
の
よ
う
に
定

め
る
。

　
「
第
九
一
条　

破
毀
院
付
弁
護
士
、
公
証
人
、
代
訴

士
、
裁
判
所
書
記
、
執
行
吏
、
公
認
仲
買
人
、
仲
立

人
、
動
産
公
売
官
は
、
陛
下
（Sa M

ajesté

）
の
承
認

の
対
象
と
な
る
後
継
者
を
推
薦
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
後
継
者
は
、
法
律
が
求
め
る
資
格
を
併
せ
持

つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
権
能
は
罷
免
さ

れ
た
資
格
保
持
者
（titulaire

）
に
は
与
え
ら
れ
な
い
。

　

本
規
定
の
施
行
及
び
こ
れ
ら
の
吏
員
の
相
続
人
ま
た

は
承
継
人
に
よ
る
享
有
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
特
別
法

に
よ
り
定
め
る
。
…
…
」

　

辞
職
す
る
公
認
仲
買
人
は
、
公
認
仲
買
人
組
合
の
理
事

会
（Cham

bre syndicale

）
に
公
認
仲
買
人
と
な
る
た

め
の
諸
要
件
（
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
有
す
る
こ
と
、
二
五
歳

以
上
で
あ
る
こ
と
、
公
認
仲
買
人
も
し
く
は
公
証
人
の
も

と
、
ま
た
は
銀
行
ま
た
は
商
社
（m

aison de banque 

ou de com
m

erce

）
に
お
い
て
四
年
以
上
の
勤
務
経
験

を
有
す
る
こ
と
、
前
科
が
な
い
こ
と
な
ど
）
を
満
た
す
後

任
候
補
者
を
紹
介
し
、
こ
の
者
に
つ
い
て
理
事
会
の
承
認

が
得
ら
れ
れ
ば
、
財
務
大
臣
（m

inistre des Finances

）

に
よ
る
任
命
が
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
現
職
と
後
任
と
の
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間
で
は
、「
シ
ャ
ル
ジ
ュ
（charge

）」
と
呼
ば
れ
る
官

職
（
職
株
）
の
譲
渡
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

問
題
と
な
る
の
は
、
譲
渡
の
価
格
で
あ
る
。
今
日
の
公

証
人
（notaire

）
の
事
務
所
（étude

）
の
売
買
の
際
に

も
同
じ
問
題
が
生
じ
る
が
、
実
際
の
価
値
は
そ
の
所
在

地
、
顧
客
数
と
顧
客
層
、
市
場
の
状
況
等
に
応
じ
て
変
動

す
る
。
一
八
四
〇
年
代
に
は
、
公
認
仲
買
人
で
シ
ャ
ル

ジ
ュ
を
売
却
し
た
者
は
概
ね
四
〇
万
か
ら
五
〇
万
フ
ラ
ン

の
値
上
が
り
益
を
得
て
い
た
が
、
一
〇
年
後
に
は
そ
の
額

は
一
五
〇
万
フ
ラ
ン
に
増
加
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
、
第
二

帝
政
期
の
終
わ
り
ま
で
は
二
〇
〇
万
フ
ラ
ン
の
値
上
が
り

益
を
得
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
価
額
の
上
昇
は
、
経

済
及
び
金
融
業
の
発
展
、
会
社
の
な
か
で
も
と
く
に
証
券

発
行
に
よ
る
大
規
模
な
資
金
調
達
を
必
要
と
す
る
も
の
の

増
大
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
取
引
に
伴
う
仲
買
手
数
料
収
入

の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
一
八
八
二
年
の
ユ
ニ
オ

ン
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
銀
行
の
破
綻
を
原
因
と
す
る
混
乱
が
沈

静
化
し
た
後
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
証
券
市
場
は
安
定
し
、
す

で
に
一
九
世
紀
の
後
半
に
は
公
認
仲
買
人
職
は
、
破
産
リ

ス
ク
も
大
幅
に
低
減
し
た
た
め
、
安
定
し
た
収
入
を
得
ら

れ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
の
職
と
化
し
て
い
た
。

　

公
認
仲
買
人
の
子
息
で
あ
る
ス
ワ
ン
は
、
な
ぜ
父
の
職

を
受
け
継
が
な
か
っ
た
の
か
。
あ
る
研
究
に
よ
れ
ば
、
一

八
八
〇
年
か
ら
一
九
一
四
年
に
か
け
て
の
公
認
仲
買
人
職

の
承
継
の
う
ち
、
三
二
％
（
一
〇
九
件
中
三
五
件
）
は
同

族
関
係
者
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
同
族
関

係
者
は
、
公
認
仲
買
人
と
な
る
う
え
で
必
要
と
な
る
経
験

を
す
で
に
前
任
者
の
会
社
（
公
認
仲
買
人
会
社
（société 

dʼagents de change

））
で
勤
務
す
る
こ
と
で
積
ん
で

い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
公
認
仲

買
人
会
社
―
現
在
の
証
券
会
社
の
原
型
で
あ
る
―
は
、
当

初
か
ら
合
法
的
な
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
。
官
職
を
「
会
社
化
」
す
る
こ
と
の
可
否
に
つ
い

て
は
論
争
が
あ
り
、
判
例
及
び
学
説
は
こ
れ
を
否
定
す
る
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立
場
を
採
っ
て
い
た
も
の
の
（Cour Royale de Paris, ‌

2 janv. 1838, S. 1838.2.83 ; Cass. req. 1‌5 déc. 1851, 

S. 52.1.21 ; Cass. req. 2‌9 juin 1863 , S. 1863.1.493 ; 

R
aym

ond T
héodore T

R
O

PLO
N

G, D
u C

ontrat de 

société civile et com
m

erciale, ou C
om

m
entaire 

du titre IX
 du livre III du C

ode civil, tom
e 1, 

Charles H
ingray, 1843, n

os89 et s., pp.113 et s.; 

A
m

broise B
U

CH
ÈRE, T

raité théorique et pratique 

des opérations de la B
ourse, A

.M
arescq aîné, 

1877, n
o49, p.35

な
ど
）、
前
述
し
た
よ
う
に
そ
の
譲
渡

価
額
の
上
昇
に
伴
い
、
と
り
わ
け
そ
の
価
額
が
高
額
と
な

り
や
す
い
大
規
模
な
市
場
を
抱
え
る
都
市
に
お
い
て
は
、

官
職
の
取
得
及
び
活
動
開
始
に
あ
た
り
必
要
と
な
る
公
認

仲
買
人
組
合
へ
の
保
証
金
（cautionnem

ent

）
は
も
は

や
個
人
の
支
払
能
力
を
超
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
さ

ら
に
、
金
銭
債
権
の
利
率
に
関
す
る
一
八
八
六
年
一
月
一

二
日
の
法
律
以
前
は
公
認
仲
買
人
が
金
銭
の
借
入
れ
を
行

う
場
合
の
利
率
が
六
％
（
商
事
利
率
）
に
制
限
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
は
当
時
と
し
て
は
融
資
先
と
し
て
の
魅
力
に
欠

け
た
こ
と
か
ら
、
借
入
れ
に
よ
り
資
金
を
容
易
に
調
達
で

き
な
い
事
情
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
出
資
者
を
集
め
て
公

認
仲
買
人
会
社
を
設
立
し
、
出
資
金
に
応
じ
た
利
益
還
元

を
行
う
方
法
が
実
務
上
確
立
す
る
に
至
り
、
公
認
仲
買
人

会
社
の
設
立
は
一
八
六
二
年
七
月
二
日
の
法
律
に
よ
り
政

府
に
も
正
式
に
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
会
社
の
法
的
性
質
は
、
単
純
合
資
会
社
（société en 

com
m

andite sim
ple

）
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
単
な
る
出
資
者
と
な
る
有
限
責
任
社
員
（com

-

m
anditaires

）
の
な
か
に
は
、
一
般
的
な
証
券
投
資
よ

り
も
利
回
り
が
よ
い
利
益
配
当
を
期
待
し
、
公
認
仲
買
人

の
前
任
者
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　

内
部
事
情
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
う
し

た
公
認
仲
買
人
会
社
の
中
心
人
物
と
し
て
活
動
す
る
公
認

仲
買
人
は
、
会
社
の
利
益
の
一
五
な
い
し
二
五
％
を
取
得
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し
て
い
た
と
さ
れ
、
第
二
帝
政
期
は
六
万
フ
ラ
ン
程
度
を

得
て
い
た
と
さ
れ
る
。
一
九
〇
〇
年
以
降
、
七
万
五
○
○

○
フ
ラ
ン
か
ら
一
〇
万
フ
ラ
ン
の
間
を
推
移
し
て
い
た
と

さ
れ
る
公
認
仲
買
人
の
年
収
は
、
と
く
に
大
規
模
な
会
社

に
お
い
て
は
二
四
万
五
〇
○
○
フ
ラ
ン
に
ま
で
跳
ね
上
が

り
、
小
規
模
な
会
社
の
ほ
ぼ
四
倍
に
相
当
す
る
金
額
が
得

ら
れ
た
。
も
っ
と
も
、
会
社
形
態
を
採
る
場
合
、
こ
こ
か

ら
公
認
仲
買
人
会
社
の
出
資
者
へ
の
利
益
配
当
を
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
実
際
に
個
々
人
が
手
に
し
た
金
額

そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
公
認
仲
買
人
が
二
〇
数
年
ほ
ど

で
相
当
な
財
産
を
得
て
引
退
で
き
る
程
度
の
収
益
を
得
ら

れ
る
こ
と
は
た
し
か
と
さ
れ
て
い
る
。
一
八
九
〇
年
か
ら

一
九
一
四
年
に
か
け
て
死
亡
し
た
四
三
人
の
公
認
仲
買
人

の
相
続
財
産
は
、
平
均
し
て
四
二
〇
万
フ
ラ
ン
だ
っ
た
と

さ
れ
、
ス
ワ
ン
は
父
か
ら
四
〇
〇
万
な
い
し
五
〇
〇
万
フ

ラ
ン
の
財
産
を
受
け
継
い
だ
と
の
推
定
が
あ
る
と
お
り

（Ⅰ
-26

）、
作
品
内
の
数
字
も
当
時
の
実
態
を
示
す
も
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
金
額
は
、
一
九
一
一
年
に
パ
リ
で
開
始

さ
れ
た
相
続
手
続
の
う
ち
、
一
・
六
％
の
み
が
二
○
○
万

フ
ラ
ン
を
超
え
る
財
産
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
も
（T

ableau V
-Répartition des fortunes 

selon leur niveau II.1855-1911, in A
deline D

A
U

M
A

RD 

（dir.

）, L
es fortunes françaises au X

IX
e siècle. 

E
nquête sur la répartition et la com

position des 

capitaux privés à Paris, Lyon, Lille, Bordeaux et 

T
oulouse dʼaprès lʼenregistrem

ent des déclarations 

de succession, M
outon, 1973, p.131

）、
一
般
的
に
公

認
仲
買
人
の
子
息
が
十
分
生
活
で
き
る
だ
け
の
水
準
の
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ス
ワ
ン
は
、
自
ら
、

そ
し
て
後
に
増
え
る
家
族
を
養
う
た
め
に
特
段
労
働
に
従

事
し
な
く
て
も
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、作
品
の
な
か
に
は
、「
ク
ー
リ
シ
エ（coulissier

）」

と
い
う
用
語
が
度
々
出
て
く
る（Ⅰ

-290

、Ⅲ-278

、Ⅵ

-219
）。こ
れ
は
証
券
取
引
所
の
場
外
仲
買
人
で
あ
り
、
公
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認
仲
買
人
と
異
な
り
、
官
職
で
は
な
く
、
人
数
の
制
限
も

な
か
っ
た
。
わ
が
国
で
は
「
自
由
仲
買
人
」
と
も
訳
さ
れ

て
い
る
が
、
原
語
は
取
引
所
の
「
袖（coulisse

）」
に
い

る
者
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
証
券
取
引
所
の
構
造
に
由

来
す
る
。取
引
所
の
中
央
部
に
は
コ
ル
ベ
イ
ユ
（cor-

beille

）
と
呼
ば
れ
る
円
形
の
囲
い
が
あ
り
、
こ
こ
に
公

認
仲
買
人
が
集
ま
り
、
公
設
市
場
の
取
引
対
象
と
な
る
証

券
の
売
買
を
行
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
取
引
さ
れ
る
証
券
以

外
を
場
外
で
扱
う
こ
と
で
生
計
を
立
て
て
い
た
の
が

「
ク
ー
リ
シ
エ
」
で
あ
る
。

　

取
引
対
象
と
な
る
証
券
の
種
類
と
そ
の
発
行
数
の
増
大

に
伴
い
、
公
認
仲
買
人
組
合
、
と
く
に
証
券
の
公
設
市
場

へ
の
上
場
の
可
否
を
決
定
し
て
い
た
理
事
会
は
、
あ
る
問

題
に
直
面
し
て
い
た
。
取
引
量
の
増
大
は
仲
買
手
数
料
の

増
大
、
す
な
わ
ち
収
入
の
増
加
を
意
味
す
る
が
、
同
時
に

そ
れ
は
取
引
対
象
に
対
す
る
監
視
の
必
要
性
、
そ
し
て
そ

の
た
め
の
公
認
仲
買
人
組
合
側
の
調
査
・
情
報
収
集
の
負

担
を
高
め
る
も
の
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
な
か
、「
ク
ー

リ
シ
エ
」
の
存
在
は
、
問
題
を
一
定
の
範
囲
で
解
決
し

た
。
す
な
わ
ち
、
よ
く
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
信
用
が
ま
だ

確
立
し
て
い
な
い
会
社
が
発
行
す
る
証
券
や
新
規
発
行
証

券
の
取
引
を
ま
ず
は
「
ク
ー
リ
シ
エ
」
に
委
ね
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
れ
ら
の
証
券
の
上
場
審
査
に
関
す
る
自
ら
の
負

担
を
減
ら
し
、
証
券
の
有
望
性
に
対
す
る
確
信
が
得
ら
れ

た
時
点
で
公
設
市
場
へ
の
上
場
を
検
討
す
る
、
と
い
う
手

法
が
採
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
手

法
は
、「
ク
ー
リ
シ
エ
」
と
の
対
立
、
さ
ら
に
は
紛
争
を

必
然
的
に
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
公
認

仲
買
人
の
仲
買
手
数
料
収
入
の
機
会
を
場
合
に
よ
っ
て
は

失
わ
せ
る
、
ま
た
は
少
な
く
と
も
数
年
遅
ら
せ
る
可
能
性

が
あ
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
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三�

、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け

て
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
証
券
投
資

　

本
作
品
に
お
い
て
、
証
券
市
場
の
存
在
は
物
語
の
進
行

に
お
い
て
特
段
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
よ
う
に
は

感
じ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
た
し
か
な
形
で
物
語

の
根
底
に
存
在
し
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
登
場
人

物
の
家
族
に
は
公
認
仲
買
人
が
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
登
場
人
物
及
び
そ
の
周
辺
人
物
に
よ
る
証
券
投
資
と

こ
れ
ら
の
者
が
受
け
た
影
響
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い

る
。

　

ス
ワ
ン
は
証
券
投
資
を
行
っ
て
お
り（Ⅰ

-319

、Ⅰ-366
）、

ま
た
、
将
来
の
妻
と
な
る
女
性
に
対
し
て
、
普
通
株
式

（actions ordinaires

）
と
優
先
株
式
（actions privi-

légiées

）
の
い
ず
れ
の
取
得
を
望
む
の
か
を
た
ず
ね
る
一

節
も
あ
る
（Ⅰ

-363

）。
作
品
の
語
り
手
（narrateur

、

「
私
」）
も
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
の
出
身
で
あ
る
が
、
叔
母
か

ら
相
続
し
た
財
産
を
未
成
年
の
間
は
父
親
が
運
用
し
て
い

た
と
す
る
説
明
が
あ
る
（Ⅱ

-25

）。
取
引
所
の
相
場
・
証

券
市
場
の
動
向
へ
の
関
心
は
高
く
（Ⅱ

-26

、Ⅳ
-423

）、

石
油
会
社
の
株
価
の
上
昇
と
ス
エ
ズ
運
河
会
社
の
株
式
の

売
り
注
文
に
関
す
る
会
話
も
作
品
の
な
か
で
現
れ
る
（Ⅵ

-212

）。

　

作
品
の
語
り
手
が
相
続
し
た
財
産
の
将
来
的
に
有
望
な

投
資
先
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
公
債
（Consolidés an-

glais

）
及
び
ロ
シ
ア
国
債
（4%

 russe

）
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
（Ⅱ

-25

）。
ま
た
、
別
の
場
面
で
、
登
場
人
物
の

一
人
が
ス
エ
ズ
運
河
会
社
の
株
式
の
ほ
と
ん
ど
を
保
有

し
、
ロ
イ
ヤ
ル
ダ
ッ
チ
社
（
後
の
ロ
イ
ヤ
ル
ダ
ッ
チ
シ
ェ

ル
、
現
シ
ェ
ル
）
の
株
式
を
エ
ド
モ
ン
・
ロ
チ
ル
ド
（
ロ

ス
チ
ャ
イ
ル
ド
）
の
三
倍
保
有
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る

ほ
か
（Ⅲ

-584

）、
戦
争
（
第
一
次
世
界
大
戦
）
が
フ
ラ

ン
ス
に
影
を
落
と
し
た
後
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
鉱
山
デ
ビ
ア
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ス
社
（D

e Beers

）
の
株
式
の
買
い
注
文
が
相
次
ぎ
、

株
価
が
一
○
○
○
フ
ラ
ン
以
上
上
昇
し
た
と
す
る
一
節
も

あ
る
（Ⅶ

-161

）。
内
国
証
券
の
名
前
も
出
て
く
る
も
の

の
―
例
え
ば
、
砂
糖
の
精
製
会
社
で
あ
るRaffi

neries 

Say

（Ⅵ
-219

）―
、
こ
の
よ
う
に
外
国
証
券
の
名
前
が
内

国
証
券
よ
り
も
頻
繁
に
出
て
く
る
こ
と
は
一
見
不
思
議
に

も
思
わ
れ
よ
う
。
外
国
証
券
へ
の
注
目
が
高
い
の
は
な
ぜ

な
の
か
。

　

一
九
世
紀
を
通
じ
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
個
人
資
産

の
大
部
分
を
占
め
る
の
は
、
不
動
産
で
あ
っ
た
が
、
二
〇

世
紀
初
頭
に
株
価
及
び
配
当
額
が
全
体
的
に
増
加
傾
向
に

転
じ
た
こ
と
も
あ
り
、
個
人
資
産
に
お
け
る
有
価
証
券
の

割
合
が
高
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
資
産
額
が
増
え
る
ほ

ど
、
資
産
全
体
に
お
い
て
有
価
証
券
が
占
め
る
割
合
は
大

き
い
も
の
と
な
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
の
フ
ラ
ン
ス
の
大
都

市
（
パ
リ
、
リ
ヨ
ン
、
リ
ー
ル
、
ボ
ル
ド
ー
、
ト
ゥ
ル
ー

ズ
）
に
お
い
て
相
続
手
続
の
対
象
と
な
っ
た
資
産
の
構
成

（
一
九
〇
八
年
～
一
九
一
一
年
の
平
均
）
を
み
て
み
る

と
、
有
価
証
券
（
内
国
及
び
外
国
有
価
証
券
（
公
債
、
債

券
、
株
式
））
が
占
め
る
割
合
は
三
四
・
三
四
％
で
あ

り
、
こ
の
割
合
は
対
象
地
域
を
パ
リ
に
限
定
す
る
と
五

一
・
四
％
と
な
り
、
不
動
産
が
占
め
る
割
合
（
三
一
％

〔
一
九
一
一
年
時
点
〕）を
上
回
る
も
の
と
な
る（T

ableau 

IX
. Répartition des biens im

m
eubles et m

obiliers 

dans lʼensem
ble des fortunes à Paris, Lyon, Lille, 

Bordeaux et T
oulouse 

（%

）, T
ableau X

. Com
posi-

tion des fortunes m
obilières au début du X

X
e 

siècle 

（1908-1911

）, in D
A

U
M

A
RD  

（dir.

）, op.cit., 

p.159 et p.166

）。
実
際
、
作
品
の
な
か
で
も
、
登
場
人

物
の
資
産
状
況
に
つ
い
て
、「
フ
ラ
ン
ス
の
証
券
、
外
国

証
券
、
土
地
（valeurs françaises, étrangères, des 

terres

）」（Ⅲ
-317

）
の
順
で
質
問
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
こ
の
よ
う
な
変
化
を
表
す
も
の
と
考
え
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
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こ
う
し
た
な
か
、
外
国
証
券
へ
の
関
心
は
高
か
っ
た
。

株
式
を
証
券
市
場
に
上
場
す
る
う
え
で
は
内
国
証
券
で
あ

る
か
外
国
証
券
で
あ
る
か
は
重
要
な
点
で
あ
り
、
公
認
仲

買
人
組
合
に
よ
る
上
場
審
査
手
続
も
こ
れ
を
踏
ま
え
た
も

の
と
な
っ
て
い
た
が
、
投
資
家
が
発
行
体
の
国
籍
を
国
家

や
公
認
仲
買
人
組
合
ほ
ど
強
く
意
識
し
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
。
と
く
に
、
内
国
株
式
の
投
資
収
益
は
一
般
的
に
低

か
っ
た
た
め
、
必
然
的
に
確
定
利
付
証
券
（valeurs à 

revenu fixe

）
及
び
収
益
性
が
よ
り
高
い
外
国
証
券
へ

の
関
心
が
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
本
作
品
に
お
い
て

外
国
証
券
の
名
前
が
頻
繁
に
出
て
く
る
こ
と
も
そ
う
し
た

傾
向
を
確
認
さ
せ
る
も
の
と
な
る
。

　

当
然
で
あ
る
が
、
証
券
投
資
に
は
リ
ス
ク
が
伴
う
。
作

品
の
な
か
で
も
、
投
機
的
な
証
券
取
引
に
よ
り
、「
影
響

の
大
き
な
破
産
ま
た
は
思
い
も
よ
ら
な
い
富
の
獲
得
」
が

可
能
と
さ
れ
（Ⅳ

-139

）、
投
資
の
失
敗
の
シ
ョ
ッ
ク
の

あ
ま
り
発
作
を
起
こ
す
人
物
も
登
場
す
る
（V

-312

）。
本

誌
別
稿
に
お
い
て
紹
介
し
た
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
の
『
金
』

（
一
八
九
一
年
）
の
モ
デ
ル
と
も
な
っ
た
ユ
ニ
オ
ン
・
ジ
ェ

ネ
ラ
ル
銀
行
の
破
綻
は
、
当
時
の
人
々
の
印
象
に
残
っ
た

事
件
で
あ
り
、
本
作
品
に
お
い
て
も
語
り
手
と
会
話
す
る

人
物
の
知
り
合
い
が
財
産
を
す
べ
て
失
っ
た
原
因
と
し
て

言
及
さ
れ
て
い
る
（Ⅱ

-83

）。
語
り
手
も
決
し
て
投
資
運

が
強
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
物
語
の
終
盤
で
、
語
り
手

は
愛
人
と
の
関
係
の
維
持
を
目
的
と
す
る
費
用
を
捻
出
す

る
た
め
に
投
資
し
て
い
た
財
産
が
投
資
に
失
敗
し
た
こ
と

に
よ
り
大
幅
に
減
少
し
て
し
ま
い
、「
ク
ー
リ
シ
エ
」
に

莫
大
な
差
金
（différences

）
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
最
終
的
に
相
続
し
た
財
産
の
五
分
の
一
し
か
手
元
に

残
ら
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（Ⅵ

-219, 220

）。
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四�

、
新
た
な
産
業
・
サ
ー
ビ
ス
の
発
展

と
証
券
市
場

　

本
作
品
に
お
い
て
、
こ
の
時
代
の
社
会
・
経
済
の
変
動

を
感
じ
さ
せ
る
多
く
の
場
面
が
あ
る
。
歴
史
的
な
産
業
へ

の
言
及
―
例
え
ば
鉱
山
事
業
（Ⅲ

-592

）
―
も
あ
る
が
、

個
人
宅
の
電
化
、
自
家
用
車
の
利
用
、
電
話
で
の
連
絡
、

百
貨
店（
オ
・
ボ
ン
・
マ
ル
シ
ェ（A

u Bon M
arché

）、

オ
・
ト
ロ
ワ
・
キ
ャ
ル
テ
ィ
エ（A

ux T
rois Q

uartiers

））

で
の
商
品
の
購
入
な
ど
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
背

景
の
一
部
に
は
資
本
市
場
に
支
え
ら
れ
た
大
規
模
事
業
の

発
展
及
び
そ
の
結
果
と
し
て
の
技
術
革
新
・
サ
ー
ビ
ス
の

拡
大
が
あ
る
。

　

作
品
の
な
か
で
言
及
さ
れ
る
二
つ
の
業
種
に
つ
い
て
見

て
み
よ
う
。
ま
ず
、
ホ
テ
ル
業
に
つ
い
て
の
箇
所
が
あ

る
。
語
り
手
が
利
用
す
る
ホ
テ
ル
（Grand-H

ôtel

）
の

食
堂
に
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
の
ホ
テ
ル
経
営
者
」
と
さ

れ
、
同
ホ
テ
ル
及
び
フ
ラ
ン
ス
各
地
に
あ
る
七
ま
た
は
八

つ
の
ホ
テ
ル
の
「
所
有
者
（
ま
た
は
有
限
責
任
社
員

（com
m

anditaires

）
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
業
務
執
行
役

員
（directeur général

））」
が
現
れ
る
（Ⅱ

-259

）。

こ
の
よ
う
な
形
で
複
数
の
ホ
テ
ル
を
傘
下
に
お
さ
め
て
大

規
模
事
業
を
展
開
す
る
会
社
は
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
珍
し

く
な
い
（
例
え
ば
、Société des H

ôtels de lʼÉtoile

（
株
式
会
社
）
は
、
パ
リ
に
ホ
テ
ル
を
五
つ
、
避
暑
地
ト

ル
ー
ヴ
ィ
ル
に
二
つ
展
開
す
る
）。
と
り
わ
け
有
名
な
も

の
と
し
て
は
、
実
業
家H

enry　

Ruhl

が
手
掛
け
た
ホ

テ
ル
グ
ル
ー
プ
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。Ruhl

は
、
フ
ラ
ン

ス
各
地
で
ホ
テ
ル
・
カ
ジ
ノ
事
業
を
展
開
す
る
会
社
を
複

数
設
立
し
、
各
会
社
に
お
い
て
指
揮
権
限
を
有
す
るad-

m
inistrateur délégué

〔
代
表
取
締
役
〕
の
地
位
に
就

き
、
一
四
施
設
を
傘
下
に
有
す
る
大
規
模
グ
ル
ー
プ
を
支

配
し
て
い
た
。
各
地
の
ホ
テ
ル
と
都
市
部
の
移
動
に
お
い
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て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
鉄
道
網
の
発
達
で
あ

る
。
本
作
品
に
お
い
て
も
、
語
り
手
は
移
動
手
段
と
し
て

鉄
道
を
利
用
す
る
が
、
ホ
テ
ル
事
業
の
拡
大
も
、
証
券
市

場
を
通
じ
た
巨
額
の
資
金
調
達
を
基
礎
に
張
り
巡
ら
さ
れ

た
全
国
的
な
交
通
網
の
発
達
と
そ
れ
を
利
用
す
る
富
裕
層

を
中
心
と
し
た
顧
客
に
支
え
ら
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

次
に
、
新
聞
や
雑
誌
へ
の
言
及
が
あ
る
。
作
品
の
語
り

手
が
記
事
の
投
稿
を
続
け
る
ル
・
フ
ィ
ガ
ロ
（Le Figa-

ro

）
紙
―
最
終
的
に
そ
の
投
稿
は
採
用
さ
れ
、
紙
面
に
掲

載
さ
れ
る（Ⅵ

-149

）―
、
そ
し
て
月
刊
誌
『
両
世
界
評
論

（La Revue des D
eux M

ondes

）』
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
現
存
す
る
定
期
刊
行
物
で
あ
り
、
と
く
に
前
者
を
発
行

す
る
ル
・
フ
ィ
ガ
ロ
社
は
、
資
本
金
一
二
〇
万
フ
ラ
ン
の

株
式
合
資
会
社
・
パ
リ
市
場
上
場
会
社
と
し
て
事
業
を
拡

大
し
た
。
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て

の
ル
・
フ
ィ
ガ
ロ
紙
の
紙
面
に
は
、
今
日
の
新
聞
で
読
む

よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
、
天
気
、
前
述
の
百
貨
店
の
広
告
な
ど

と
と
も
に
、
証
券
市
場
に
関
す
る
速
報
に
関
す
る
項
目
が

当
時
か
ら
あ
っ
た
。
項
目
の
題
名
は
「
証
券
取
引
所
の

フ
ィ
ガ
ロ
（Le Figaro à la Bourse

）」、「
金
融
市
場

（M
archés financiers

）」、「
取
引
所
通
信
（Courrier 

de la Bourse

）」、「
〇
月
〇
日
の
×
×
取
引
所
（La 

Bourse de... du...

）」
な
ど
と
時
代
に
よ
っ
て
名
称
は
変

化
す
る
が
、
そ
の
時
々
の
証
券
取
引
や
注
目
銘
柄
に
関
す

る
重
要
情
報
が
ま
と
め
ら
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
若
干
の
評

価
も
あ
わ
せ
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
作
品
の
な
か
の
語
り

手
を
は
じ
め
と
す
る
読
者
層
の
関
心
が
こ
う
し
た
情
報
に

向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

五
、
結
び
に
代
え
て

　

本
稿
で
は
、
作
品
の
な
か
の
証
券
市
場
に
関
わ
る
部
分

に
重
点
を
置
い
た
が
、
注
目
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
点
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
芸
術
へ
の
言
及
で
あ
る
。
画
家
と
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そ
の
作
品
の
描
写
が
な
さ
れ
、
音
楽
へ
の
賛
美
も
随
所
に

表
れ
て
い
る
。
演
劇
に
関
す
る
箇
所
も
あ
る
。
そ
し
て
わ

ず
か
で
あ
る
が
、
証
券
市
場
と
芸
術
の
関
係
性
に
つ
い
て

も
、
作
品
の
な
か
で
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
語
り
手
の

父
が
息
子
の
資
産
の
投
資
先
に
つ
い
て
の
意
見
を
友
人
の

外
交
官
に
求
め
る
た
め
に
、
保
有
し
て
い
る
株
式
の
株
券

を
見
せ
る
場
面
が
あ
る
が
、
そ
の
株
券
の
装
飾
は
本
の
装

飾
の
よ
う
に
、
美
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

（Ⅱ
-26

）。
水
道
会
社
コ
ン
パ
ニ
ー
・
デ
・
ゾ
ー
（Com

-

pagnie des Eaux

）
の
記
名
株
式
（actions nom

ina-

tives

）
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
た
し
か
に
こ

の
当
時
発
行
さ
れ
た
株
券
の
多
く
に
、
発
行
会
社
の
事
業

に
関
連
す
る
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
。
古
証
券
蒐
集

（scripophily

）
の
専
門
家
に
た
ず
ね
る
必
要
が
あ
る
が
、

時
代
か
ら
し
て
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
で
あ
ろ
う
か
。

紙
か
ら
の
脱
却
・
デ
ジ
タ
ル
化
の
必
要
性
が
現
在
も
叫
ば

れ
て
い
る
が
、
二
〇
世
紀
の
終
わ
り
に
フ
ラ
ン
ス
に
お
い

て
す
で
に
進
め
ら
れ
た
証
券
の
無
券
面
化
は
、
芸
術
が
発

揮
さ
れ
る
場
を
一
つ
失
わ
せ
た
こ
と
に
な
る
の
か
。
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